
 医師である私は，処方をコンピューターに入力すれば患者さんは決め

られた用法、用量通りにきちんと飲んでいるものと思い込んでいました。

でも、自分が患者の立場になれば飲み忘れることもしばしばです。まし

てや飲み込みに障害がある人、手足に障害がある人にきちんとのんでも

らうことは至難の業です。そんな当たり前のことに目を向けてきません

でした。 

 倉田先生は薬をきちんと飲んでもらうために様々な創意工夫をされて

いる方です。はじめて先生の講演を聴いたときには目から鱗が落ちる音

を聞きました。 

 是非皆さんにも倉田メソッドに触れていただいて、思いを共有できた

らと思います。 
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テーマ ｢薬をちゃんと飲んでもらうために｣ 

   —あの手この手の倉田式メソッド— 

 講師 ： 昭和大学薬学部 薬剤学教室准教授 

           倉田なおみ先生  

期日 ： 平成２３年８月２５日（木） 

      １７:４５～１９：３０  

場所 ： 富士吉田市立病院二階 あかげら 

 

   主催：富士吉田市立病院医療安全管理委員会  

後援：簡易懸濁法研究会 
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